
令和元年 11月吉日 

山形県理学療法士会会員 各位  

一般社団法人 山形県理学療法士会  

                                    会 長  岩井 章洋 

職能局担当理事  石川 洋史 

訪問リハビリテーション交流会について（ご案内） 

 

謹啓 晩秋の候、会員の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 さて、訪問領域における事業所の数や理学療法士の人数は徐々に増加傾向にあり、顔の見える関係作りや質

の担保が継続的な課題となっています。訪問事業所は、訪問看護ステーションと病院や介護老人保健施設から

の訪問リハビリテーションに分けられ、それぞれ法的な違いが存在し、相互理解が進んでいない現状がありま

す。また、評価において法的な評価ツールは決まっておらず、各事業所やセラピスト個人によって使用してい

る評価ツールに違いがあります。訪問領域における評価は、身体機能面から活動や参加、意欲などの精神面や

環境因子など幅広く行う必要があり、決まった評価ツールがあればよいと感じているセラピストも多いのでは

ないでしょうか。 

そこで、今回の交流会では、顔の見える関係作りや事業所の違いについて理解を深め、メインテーマとなっ

ている評価ツールでは、グループワークを通して活発な意見交換から現状を把握し、職能的な課題として共有

できればと考えております。 

 つきましては、訪問リハビリテーション担当の有無に関わらず、様々な領域の皆様からご意見をいただき、

領域の発展に繋げたいと考えています。ご多忙中のこととは存じますが、何卒ご参加くださいますようお願い

申し上げます。 

謹白 

 

記 

１．日時  令和元年 11月 16日（土）14:15～16:40（受付 13:50～） 

２．会場  山形ビッグウイング 402会議室 〒990-0076 山形市平久保 100番地    

３．テーマ  訪問リハビリテーションの評価ツールを考える ～現状把握と課題の共有～ 

４．日程・内容 13:50～14:15  受付 

14:15～  開会のあいさつ・オリエンテーション 

14:35～  「事業所の違いについて」 情報提供とグループワーク 

   15:30～  「訪問リハの評価について」 情報提供とグループワーク 

   16:25～  全体共有・総括（16:40 終了） 

５．対象  山形県理学療法士会 会員 

６．交流会参加費  無料 

７．参加申し込み締め切り 令和元年 11月 12日（火） 

別紙申し込み用紙に記入し、FAXでお申し込みください。 

８．お問い合わせ先 在宅リハビリ看護ステーションつばさ 理学療法士 榎本敏明 

（TEL：023-627-7011  FAX：023-627-7012） 



ＦＡＸ送信票 

 

送信先  在宅リハビリ看護ステーションつばさ 天童サテライト 

   理学療法士 芦埜 達哉  行 

ＦＡＸ 023‐656‐8562 

 

※ 上書き用紙の添付は不要です。下記にご記入の上、このままご送信下さい。 

                                                

訪問リハビリテーション交流会 

参加申込書 

 

施設名（所在市町村）：                 （      ） 

 

参加者氏名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆  申込締め切り   令和元年 11月 12日（火） 


